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	出席委員
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	会議事件のため出席した者の職氏名
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福祉部次長　三浦肇
保険医療課長　浅井雅代

同課長補佐兼国保年金係長　出口史朗

　　　計　５人

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　伊藤祐司
議会事務局長　野田和裕　　
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同書記　中川暁敬

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言
議案第39号

保険医療課長　議案第39号　長久手市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について説明

さとう委員　　平等割軽減特例措置に関して、今回の改正では特定世帯が２分の１軽減であるのに対し、特定継続世帯が４分の１軽減であるのはなぜか。
福祉部長　　　国民健康保険から後期高齢者医療に移行した人と同一世帯の場合、同一世帯内で２つの保険（国保、後期高齢）に分かれると負担が大きくなるため、これまでは、移行後５年に限り世帯別平等割額を２分の１軽減していた。今回の改正により、さらに移行後６年目から８年目の間についても、世帯別平等割額を４分の１軽減するものである。
さとう議員　　低所得軽減特例措置の恒久化について、７・５・２割軽減の対象は、
それぞれ何世帯いるのか。
保険医療課長　７割軽減１,１０５世帯、５割軽減１８８世帯、２割軽減５４２世帯、
計１,８３５世帯である。
正木委員　　　今回の軽減措置を実施することにより、市の税収が減収となる。この

減収に対して、国からの補てんはあるのか。また、市の負担額はどの程
度になるか。
保険医療課長　今回の改正に関しては、国からの補てんはない。そのため、平成２５

年度においては、平等割軽減特例措置に関して約８０万円、低所得軽減
特例措置の恒久化に関して約１２０万円が、国民健康保険特別会計から

の持ち出しとなる。
委員長　　　　今回の改正というのは、低所得者向けの保険税軽減措置であるという

認識でよいか。
保険医療課長　平等割軽減特例措置に関して、後期高齢者医療へ移行する方というの

は、対象者が高齢で年金世帯が多いため、低所得者の保険税軽減措置の

拡大という認識である。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし

議案第39号　長久手市国民健康保険税条例の一部を改正する条例については、全員
が賛成。議案第39号は、原案のとおり可決
委員長　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
閉会宣言
　午後０時１３分　終了
　
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２５年５月８日

文教福祉委員会委員長　じんの和子
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